







は じ め に
本 論 稿 は 、
近代劇評家、
三木竹二(一




























と い う 誌 名 に
こだわることなくあらゆるジャンルの演劇
関連記事を掲載していたことがわかった。
本 論 稿 で は 、
「三木竹二研究
(下)




前 回 の ア プ ロ ー チ の 視 点 に 加 え て 、



























「 歌 舞 伎 」
誌 上 に お い て
脚本をどのように扱っていたのか探っていく。
第二章では、
「 歌 舞 伎 」
に寄稿した各劇評執筆者に注目して考察をしていきたい。
特 に 、 「 歌
舞伎」と関わ
る こ と で 後 に 劇 界 に 大 き な 影 響 を 与 え る こ と と な っ た




















に 掲 載 さ れ た 創 作
脚本と、
翻訳・
翻 案 ・ 原 作 脚
色脚本について分類した。「
脚 本 紹 介 」
には、「歌舞伎」または「歌舞伎」






















と い う 点 に 注



























川 下 江 村
『 脚 本 沖 の 小 島 』 等 が 紹 介 さ れ て い る 。
「新脚本」
の 掲 載 割 合 で あ る
が、
竹二
が 最 期 に 編 纂 し た 「 歌 舞 伎 」
九三号は、


























が わ か る 。
しかし、





モ リ エ l ル 、
ウエデキンドの名前が
挙 が っ て い る 。

















が 亡 く な っ て か ら で あ
る。
それまでは、「公平新聞(序幕、











と い う こ と を
目的にし
ているような掲載の仕方をしている。
第 二 の 特 徴 と し て は 、
前半と後半で、

















三 四 年 四 月 )
の 岡 本 雪
駒「
二 代
























































同 年 二 一
月には五日
間、























と で あ る 。
この前半と後半の「歌舞伎」







現 在 を 記 録
する、











伎 」 誌 上 に 見 ら れ る 、
竹二の脚本に関する言
及を検討
















者 日 く 、

























す な わ ち 、
依田学
海の訪ね、新作脚本について談義
し て い た と こ ろ 、
川尻宝専が
「 阿 能 局 」
















と い う 但 書 で あ る 。
こ の 頃 は 、
ま だ 伊 原 青 々 園 と と も に 編 集
を行っていただろうから、
こ れ が 三 木 竹 二 の 書 い た も の だ と は 断 言
し 難 い が 、
同じ編者という立場である以上、
竹二がこの考えに賛同










は 、 「 脚 本 の 沸 底 と い ふ 問 題 は 、
何も今日に始まったことで
は 無 い 」
、しかし、団菊が健
全 で あ っ た 頃 は 忠 臣 蔵 な ど の 見 な れ た 狂
言 を 繰 り 返 し 上 演 し て い て も 何 と か な っ た が 、
彼 ら が 年 老 い て 病 床
に就いた今の状況だと、二二日間の芝居を演じきることが出来ない。そこで今さららしくこの問題がわいて
き た 、
「 処 が 此 問 題 に 応 じ る に
は 、
私 な ど も 誇 く 申 し た 通 、
天才のある作者が出て来なくては、
間
に 合 は ず 、
その作者の出るのは、
いつのことだか分りませんから、
そ の 繋 ぎ に は 、
伊原君が数号前から述られた、
近松の復活なぞは、
屈 強 な 手
段だ」とし、
近松作品のうち
「 劇 に 上 し て 興 味 が あ る と 考
へ ら れ ま す も の 数
種を撰んで、漸次」
、 「 歌 舞 伎 」
に掲載するとした。
























脚 本 を 研 究 し 、
積 極 的 に 上 演 し て い く べ き だ と 考 え て い た こ と が う
か が え る 。 こ の こ と を 裏 付 け る よ う に 、 「 歌
舞伎座見物記」
(五一号、
明 治 三 七 年 七 月 ) で
は、「今
後の歌舞伎派の執るべき方針は新脚本歓
迎 と 古 劇 保 存 の 二 途
」で
あ る と 述 べ て い る 。
旧 派 と 新 派 の 脚 本 に 対








が 何 よ り 大 事 、
旧派は在来の物の保存と同時に新脚本を歓迎して、
史 劇 若 く は 所 作 事 の
方面に其技量を注ぐより外はない」
と述べ、別々
の 観 点 か ら 、
それぞれ向上していくべき
と説いた。また、















































旧 劇 派 は 活 歴 擬 の 歴 史 物 と 在
来の狂言、




新 派 は 新 派 と 、
各自脱合の現状を持続する
だらう。
権 藤 芳 一 は
「三木竹二論」
に お い て 、
「 彼 は 兄 と 共 に 外 国 の 戯 曲 を 次 々
と訳していて、
















新 旧 劇 界
の向上のために、


















刊 当 初 か ら 見 ら れ る も の で あ っ た が 、
劇界向上のためには新しく優
れた脚本家が必要である


























し て 場 に 上 る 事 も あ る だ ら う 」
と述べ、
脚本に対する考え
方 の 変 化 が 見 ら れ る こ と か ら も わ か る 。
新 派 、
旧 派 と 別 々 の 道 を 行
くのではなく、
と も に 止 揚 し 、
劇界全体が底上げされることこそ竹
二 は 望 み 、
そのために新脚本家の育成は必要不可欠であると考える
に 至 っ た の で あ ろ う 。 そ の た め 、





に 注 目 し て 考 察 を
行う。特に、「
歌舞伎」と関わることで































見過ごされてきたと言ってよい。し か し 、
竹二の女性劇評家の登
























い る こ と が わ か る 。
女性劇評家が
ほとんど二人し
か い な い 中 で 、
掲
載回数男女別割合の八%を女性が
















で あ っ て も 、
女 性 が 参 加 し て い れ ば そ れ を 女 性 劇 評 家 が 参 加 し て い


























座 の 慈 善 演 芸
会」
と な っ て い る 。
岡田八千代の劇評数




当 さ せ て い た こ と が わ






































清 方 の 四 氏 が あ り 、
近くは黒田、

































徳 富 草 花 氏 の
小説を芹影女史が












三 五 年 に 「 婦
人 界 」 で 小
説 「 お く つ き 」 を 発 表 す る が 、
これが竹二の


















通 し て 、
先生の知遇を得た一一」と述




に お い て 重 宝 さ れ た こ と に つ い
ては、












と 評 価 し て い る 一 一 己
八千代と












当 初 に 、
「白
井真知」の筆名で記事を寄稿したのは、
三 木 竹 こ の
ようである。今回、
「 白 井 真 知 」 も
「森
久子」
と し て カ




お 兄 い さ ん
が 白 井 真
如の名でだ
し て い ら れ ま し た が 、







こ れ が 本 当 で あ れ ば 、
久子が実際に筆を執り始めたの
は 、
「 歌 舞 伎 」
三三号から































だ か ら こ そ 教 養 あ る 義 母
峰 子 と も 馬 が あ っ た し 、 「 歌 舞 伎 」 に 女 性 と し ・ て 初 め て 劇 評 を 寄 稿 するに至ったのである。
久子は近代の女性劇評家の一人と







を 発 表 し 、
見 直 し の 動 き が 始 ま っ て
いる。
こ の 論 文
で は 、
竹 二 没 後 、
久子と森家の相続問題から、
再縁、
そ の 死 に 至 る
までを、
主 に
伊 原 青 々
固 と 久 子 の 往 復 書 簡 か ら
丁 寧 に 追 跡 し た も の
である。
こ れ を 読 む と 、




久 子 は 竹 二 の 死 後 、
「 歌 舞 伎 」 だ け で な く
森家か















論 し て い る が 、
『近代
文 学 研 究 叢
書 二 一




















到 る ま で 、
二 度
しか劇評家として竹二と関わることがほとんどでき




べ る は な か っ た よ う で あ る 。










章 で も 述 べ た が 、

















し な か っ た か ら と い っ て 、
女 性 に 紳 士 的 態 度 で あ っ た か と い う と 、
そ う で は な い よ う で あ
る。






三 六 年 九 月 ) で 、
竹二は田舎にいる貞奴を
























私 の 兄 貴 が 其 れ を 見 て 、
婦






















「 新 旧 を 通 じ て 役 者 で 心 易 か
っ た は 伊 井 が 第 一
で せ う 一 二 と 青 々 園 が 述 べ て い
るが、
彼との出会
い に よ っ て 、
竹 二 は 新 派 を 旧 派 と 同 等 に 扱 う よ う に な っ た と 言 っ て
も過言ではない。
そのことは、

























か 新 派 劇 が 大 嫌 で 更 に
見 向 も 為 な か っ た が 一
度新派劇の味を覚えてからは全く私と云ふ事
を外にして更に公平

















































目 の 当 た
りにし、

































わ れ な い 態 度 は 、










伊 原 青 々 園 も
「 先 生 の 創 作
や 翻 訳 や で 、
舞台に上されたものは随分多いが、






鴎 外 が 彼 等
の 言 う 通 り 、
「芝居好き」ではないとしたら、





















本 論 稿 で は
、「
歌舞伎」の編集方針に見られる、
三 木 竹 二 の 劇 界 に
対 す る 考 え 方 を 読 み






焦 点 を 当 て 、 「 歌 舞 伎 」
に掲載された竹二自
身 の 執 筆 記 事 と 、 「 歌
舞 伎 」
誌面内容の傾向という二つの観点から考察を行った。




内 容 的 特
徴①|」




り 立 ち と 、
先 行 研
究 で の 指 摘 を 振 り 返 っ た 。
第二章では、
竹 二 の 新 派 ・ 旧 派 に 公 平 な
姿勢が「歌舞伎」
誌 面 上 で も 見 ら れ る か ど う
か 、









と 地 方 紹
介 記 事 に つ い て 、




海 外 紹 介 記 事 は 、
従 来 鴎 外 の 翻 訳 梗 概 等 が 掲 載 さ れ て い る こ









竹 二 が 地 方 演 劇 界 を 含
め た 、
広 い 視 野 で 演 劇
界と関わっていることがわかった。
本 論 文 で は 、









劇 派 の 新 進 思 想 と 持 っ た も の
と、新劇
派 の 特 色 を
保って居るものが、
合同して場に上る」
と い う 、




な か っ た 、






























演 劇 界 全 体 の 向 上 、









よ っ て 行 わ れ な け れ ば な ら な い と 考 え て
いたのだと思う。
竹二は、「歌舞伎」で批
評 を 行 う こ と で 、
演 劇 界 の
向 か う べ き 方 向 を 定 め る 指 針 の 役 割 を 果 た し た と 壬 一 守 え る 。
最後に、
今後






に 焦 点 を 当 て 、
考察を行ったが、
本来であれば、
























で あ る と 思 わ れ が ち だ が 、



















































の を 四 月 に 書 く と い う こ と で 、
多くは忘れてしまっ
た、「河竹ノ罪ニテハ非ズ









な ぜ な ら 、
喜美子が
「お兄い様も鈴木藤吉郎の事






























て 八 に 所 収 さ れ て い る が 、
鴎外がド
イツに滞在した期間の前半にあたる明治一七年
九 月 か ら 明
治一九年六月までの鴎外宛書簡は、




目 を 見 て い な い 。
それだけでなく、
「 歌 舞 伎 」 編 集 時 代 に お
ける竹二と鴎外の書簡、
竹 二 と 多 く の 演 劇 関 係 者 た ち と の 書 簡 も ほ
と ん
ど公にはされていない。
「 歌 舞 伎 」 に 掲 載 さ れ た 劇 評 や 論 文 は 、
葉 書 や 手 紙 に よ っ て 竹 二 の 手 元 に 届 い た も の が 多 か っ た 。
書簡その
ものが紛失したのでない限り、
















二 が 再 評








































































































































































通番 執筆者 題 傾向 頁番号 号 発行年 月 日




53 3 1900 3 31 
伊原青々園
3原作 新比翼塚 新 6 1900 9 20 瀬川如皐脚
色
4大槻如電 婦女忠臣蔵 旧 19 6 1900 9 20 
5大須賀豊 新比翼塚の独 新 48 6 1900 9 20 日奇
6永井素岳 新曲都くらべ 旧 57 8 1901 
7永井素岳 新曲市の賑 旧 57 8 1901 
8大槻如電 聖由徳来太子憲法 !日 21 15 1901 8 
9 岡 本雪駒 女仁木 |日 34 17 1901 10 3 
伊井蓉峰 芝浦の革財布10 新 34 1903 3 河合武雄
11森鴎外 |法日蓮聖人辻説旧 47 1904 3 31 















16岡本締堂 脚本天目山!日 22 61 1905 5 
17 モ山リ下エ'石市ー舗 ル 書官作 喜灰
劇
岩
飛んだ 海外紹介 28 63 1905 7 
18 モ草リ野エ柴ー二ル訳
作 喜劇守銭奴 海外紹介 66 1905 10 
徳富麓花原
1911乍 脚本「灰燈J 新 附l 69 1906 
脚岡街田八千代




72 1906 4 
22山下破鏡 海外紹介 附l 73 1906 5 
23 独
の眼
逸喜劇l 母 海外紹介 77 1906 9 15 
24 山下破鏡 悲劇『愛』 新 56 80 1906 12 15 
尾崎紅葉訳 脚本西洋娘新25 91 82 1907 2 気質






山 |日 附l 87 1907 7 
28 海賀変哲 脚本行脚諦旧 附25 87 1907 7 
29 山崎紫紅 脚}戸l
本堀越御 !日 附40 87 1907 7 
っd
可』ム
30鈴木秋風 脚本炎焔 新 附l 88 1907 8 
31赤井慶介 脚本油絵師 新 附l 89 1907 9 
観潮楼ータ話
32森鶴外 脚本「マイ 海外紹介 90 1907 10 のン叡・フユルストj
33井田絃声 脚本墨田川 旧 附l 90 1907 10 
観潮楼ータ話
34森鴎外 脚本『短剣を 海外紹介 91 1907 11 I持訳ちたる女Jの35 岡本締堂 十津川戦記 新 58 91 1907 11 
ヱデキンド 戯曲『出発36H森乍鴎外訳
前半時間.IC其 海外紹介 1 93 1908 
37 モ藍リ里干エ些ー了士ル課作 脚{主本ー)女たら
し 海外紹介 57 93 1908 
38山崎紫紅 脚
笹
本;$: r乱れ 旧 附I 93 1908 
39巽木鶏 脚本 「労働 新 附18 93 1908 
� 
結社j
4 .，i 
